




　昭和 51 年 11 月より 2年間に、大阪市立小児保健センター内科を受診した、

新生児例を除く 5例の舌根部異所性甲状腺例について、臨床的検討を行なった。

その結果、異所性甲状腺による甲状腺機能低下症の中には、臨床症状に乏しく、

T4 が正常下限で TSH の高値のみを認める軽症例が含まれ、早期発見のために

は TSH 測定によるマススクリーニングが最も存用てあるとの印象を得た。（表

参照)


